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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月18日(2019.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造化ディスプレイとして複数のエリアを同時にディスプレイ表示するように構成され
た少なくとも１つのディスプレイ・スクリーンを備えた車両用のヒューマン・マシン・イ
ンタフェース（ＨＭＩ）であって、
　前記ヒューマン・マシン・インタフェースは、前記ヒューマン・マシン・インタフェー
スが受信した少なくとも１つの信号に基づいてドライバ注意散漫度を決定し、所定の閾値
を超えた前記ドライバ注意散漫度の増加に対する応答として、前記ディスプレイ・スクリ
ーンの前記構造化ディスプレイから前記複数のエリアのうち所定のエリアを除去するよう
になっており、
　前記ヒューマン・マシン・インタフェースは、前記構造化ディスプレイから前記所定の
エリアを動的に除去可能であることを特徴とするヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項２】
　前記所定のエリアが除去されると、前記構造化ディスプレイ上の残りのエリアのサイズ
を大きくするようになっている請求項１に記載のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項３】
　前記複数のエリアの１つ以上は、選択可能なエリアであり、
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　前記選択可能なエリアが、前記ディスプレイ・スクリーンから除去される請求項１また
は２に記載のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項４】
　前記複数のエリアのうちの少なくとも１つは、ナビゲーション指令の画像を含んでおり
、
　前記ヒューマン・マシン・インタフェースは、前記所定の閾値を超えた前記ドライバ注
意散漫度の増加に対する応答として、前記構造化ディスプレイ上の前記ナビゲーション指
令を含むエリアの大きさを拡大するようになっている請求項１乃至３のいずれか１項に記
載のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項５】
　前記ドライバ注意散漫度は、前記車両の移動速度に基づいて決定される請求項１乃至４
のいずれか１項に記載のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項６】
　前記ドライバ注意散漫度は、速度、ドライバの眠気、道路状況、交通状況、ナビゲーシ
ョン・データ、次の運転操作、自動クルーズ・コントロール（ＡＣＣ）の状態、自動緊急
ブレーキ・システム（ＡＥＢ）の状態、自動車線維持システム（ＬＫＳ）及び／または車
線逸脱警告システム（ＬＤＷ）の状態、トラフィック・パイロットまたはオート・パイロ
ットの状態、電話の状態、ラジオ／ビデオの状態及び／または音量の１以上の要素を示す
信号、及び／または、運転制御状態に基づいて演算される請求項１乃至５のいずれか１項
に記載のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項７】
　ギア・レバーがニュートラルであり、及び／または、ハンド・ブレーキが作動している
場合、他の要素に拘わらず、前記ドライバ注意散漫度はゼロに設定される請求項６に記載
のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項８】
　前記車両に搭載されたセンサから道路状況を示す信号を受信し、前記センサから取得さ
れた前記道路状況を示す値に基づいて前記ドライバ注意散漫度を演算するようになってい
る請求項１乃至７いずれか１項に記載のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項９】
　衛星ナビゲーション・システムからナビゲーション・データ、及び／または、次の運転
操作を含む信号を受信し、次の運転操作の困難度及び／または近接度を示す値に基づいて
前記ドライバ注意散漫度を演算するようになっている請求項１乃至８のいずれか１項に記
載のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項１０】
　前記車両の中央コンピュータ、または、エンジン制御ユニット（ＥＣＵ）から１以上の
安全システムの状態を示す信号を受信し、前記１以上の安全システムの状態に関連した値
に基づいて前記ドライバ注意散漫度を演算するようになっている請求項１乃至９のいずれ
か１項に記載のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項１１】
　１以上の要素に基づいて値を割り当て、前記１以上の要素に重み付けを行うことで、前
記ドライバ注意散漫度を演算するようになっている請求項６に記載のヒューマン・マシン
・インタフェース。
【請求項１２】
　構造化ディスプレイとして複数のエリアを同時にディスプレイ表示するように構成され
たディスプレイ・スクリーンを備え、
　前記ヒューマン・マシン・インタフェースは、前記ヒューマン・マシン・インタフェー
スが受信した少なくとも１つの信号に基づいてドライバ注意散漫度を決定し、前記ドライ
バ注意散漫度の増加に対する応答として、前記構造化ディスプレイから前記エリアを動的
に除去するようになっており、
　前記ドライバ注意散漫度を示す信号は、車両の速度、及び、次のナビゲーション運転操
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作までの距離を示しており、
　前記ディスプレイ・スクリーンは、ナビゲーション指令の画像を含むエリア、並びに、
地図画像及び１以上の選択可能なエリアを同時にディスプレイ表示するようになっており
、
　前記ヒューマン・マシン・インタフェースは、
　速度が増加するにつれて、且つ、次の運転操作までの距離が第１の所定の閾値を超えて
短くなるにつれて、前記ディスプレイ・スクリーンは、前記ディスプレイ・スクリーン上
の構造化ディスプレイから１以上の選択可能なエリアを除去するようになっており、
　次に、第２の所定の閾値を超えると、前記ヒューマン・マシン・インターフェースは、
前記ナビゲーション指令を含むエリアの大きさを拡大するようになっており、
　さらに、第３の所定の閾値を超えると、前記ヒューマン・マシン・インターフェースは
、前記ナビゲーション指令を含む画像のみが残り、且つ、その大きさが著しく拡大される
ように、前記ディスプレイ・スクリーンから前記地図画像を含むエリアを除去するように
なっている請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の自動車用のヒューマン・マシン・イ
ンタフェース。
【請求項１３】
　前記自動車が、ある所定の速度閾値を超えて、且つ、次のナビゲーション運転操作のあ
る所定の距離内に移動していると判定された場合には、前記構造化ディスプレイから前記
地図画像を含むエリアのみを除去するようになっている請求項１２に記載のヒューマン・
マシン・インタフェース。
【請求項１４】
　前記所定のエリアが前記ディスプレイ・スクリーンから徐々に退くように、前記構造化
ディスプレイから動的にエリアを除去するようになっている請求項１乃至１３のいずれか
１項に記載のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項１５】
　前記速度または前記ドライバ注意散漫度が徐々に増加すると、前記所定のエリアが前記
ディスプレイ・スクリーンから徐々に退く請求項１乃至１４のいずれか１項に記載のヒュ
ーマン・マシン・インタフェース。
【請求項１６】
　前記ディスプレイ・スクリーンの可視エリアからフェード・アウェイする、及び／また
は、消え去ることで、前記所定のエリアが前記ディスプレイ・スクリーンから退く請求項
１５に記載のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項１７】
　前記所定のエリアは、前記ディスプレイ・スクリーンから徐々に退き、ある所定の速度
またはある所定のドライバ注意散漫度では、選択不能になる第１の選択可能なエリアを含
む請求項１５または１６のいずれか１項に記載のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項１８】
　前記速度または前記ドライバ注意散漫度が増加し、ある所定の前記第１の選択可能なエ
リアが退き、選択不能になると、第２の所定のエリアが退き、
　前記速度が第２の所定の速度に達すると、または、前記ドライバ注意散漫度が所定のド
ライバ注意散漫度に達すると、前記第２の所定のエリアも選択不能になる請求項１７に記
載のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項１９】
　前記第２の所定のエリアが選択不能となると、ある所定の速度またはある所定のドライ
バ注意散漫度まで、１以上の第３の所定のエリアが退き、前記ディスプレイ・スクリーン
には、所定の最小レベルの情報のみが提供される請求項１８に記載のヒューマン・マシン
・インタフェース。
【請求項２０】
　前記エリアが退く程度は、前記車両の速度に正比例する請求項１５乃至１９のいずれか
１項に記載のヒューマン・マシン・インタフェース。
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【請求項２１】
　前記選択可能なエリアは、前記ディスプレイ・スクリーンの可視エリアから徐々に消え
ていき、選択不能になる時にフェードし始める請求項１７乃至２０のいずれか１項に記載
のヒューマン・マシン・インタフェース。
【請求項２２】
　請求項１乃至２１のいずれか１項に記載の自動車のヒューマン・マシン・インターフェ
ース（ＨＭＩ）の制御方法であって、
　ａ．ドライバに要求される集中力に関連する要素に関する少なくとも１つの信号を受信
し、
　ｂ．前記少なくとも１つの信号に基づいて、ドライバ注意散漫度を演算し、
　ｃ．前記ドライバ注意散漫度が所定の閾値を超えているか否かを判定し、
　ｄ．前記ドライバ注意散漫度が前記所定の閾値を超えていると判定すると、前記ディス
プレイ・スクリーン上の前記構造化ディスプレイから前記所定のエリアを動的に除去する
ように前記ディスプレイ・スクリーンを制御するヒューマン・マシン・インタフェースの
制御方法。
【請求項２３】
　請求項１乃至２１のいずれか１項に記載のヒューマン・マシン・インタフェース、また
は、請求項２２に記載の制御方法を実行するように適合されたヒューマン・マシン・イン
タフェースを備えた自動車。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】応答性ヒューマン・マシン・インタフェース
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用、限定するものではないが、自動車用のヒューマン・マシン・インタ
ーフェース（human machine interface（ＨＭＩ））に関するものである。特に、本発明
は、外的刺激（outside stimuli）に応答するヒューマン・マシン・インタフェースに関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在では、ユーザが車両と相互作用するためのディスプレイ・スクリーンを有すること
が自動車その他の車両にとって一般的である。このようなディスプレイ・スクリーンは、
タッチスクリーン（touch-screens）、ボタン、ノブ、ジェスチャーまたは音声などの様
々な入力を介して操作可能である（navigable）。選択されたモードに応じて、そのよう
なディスプレイ・スクリーンは、例えば、衛星ナビゲーション（satellite navigation）
、車両周囲カメラからのビデオ・ディスプレイ、携帯電話の使用、動画（movies）、ラジ
オ局（radio stations）、空調（climate control）等に関して、異なる情報を表示する
ことができる。制限なしに、速度、ＲＰＭ及び他の情報もこのようなディスプレイ・スク
リーン上に表示することができる。通常、このようなディスプレイ・スクリーンは、車両
と一体化しているが、ディスプレイ・スクリーンは、適切に車両と接続され、車両のポー
タブル・デバイス制御部に入力信号を送り、且つ、車両からの信号がポータブル・デバイ
スに伝送される電話やタブレット等のポータブル・モバイル・デバイスの一部であっても
よい。
【０００３】
　これらの出力及び潜在的な入力のためのアイコンのいくつかは、ドライバの気を散らす
ことがある。また、ヒューマン・マシン・インタフェースに情報を入力する際には、道路
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に対するドライバの注意は自然と減少する。そのため、特定の車両は、車両の状態に応じ
て特定の入力を無効にする。特に、車両が動いているとき（例：７ｋｐｈ）、衛星ナビゲ
ーションシステムが、新しい目的地の入力という選択肢を無効にすることが一般的に行わ
れている。これは通常、画面上の入力アイコンを他のオプションよりやや明るい色に「グ
レイ・アウトする」ことや、アイコンが選択されたときに、応答しない、または、車両が
動いている場合にはアイコンを選択できない旨のメッセージを表示する、ということで行
われている。
【０００４】
　同様に、自動車が動いている場合、同様にして、すなわち、グレイ・アウトされている
、または、選択された場合に、応答しない、若しくは、メッセージを表示して、動画／テ
レビ・オプションは操作不能になっている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、改善されたヒューマン・マシン・インタフェースを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の態様によれば、構造化ディスプレイ（structured display）として複数
のエリアを同時にディスプレイ表示するように構成された少なくとも１つのディスプレイ
・スクリーンを備えた車両用のヒューマン・マシン・インタフェース（ＨＭＩ）であって
、ヒューマン・マシン・インタフェースは、ヒューマン・マシン・インタフェースが受信
した少なくとも１つの信号に基づいてドライバ注意散漫度（driver distraction level）
を決定し、所定の閾値を超えたドライバ注意散漫度の増加に対する応答として、ディスプ
レイ・スクリーンの構造化ディスプレイから複数のエリアのうち所定のエリアを除去する
（remove）ようになっているヒューマン・マシン・インタフェースを提供する。
【０００７】
　このようなヒューマン・マシン・インタフェースは、（その注意散漫度があるレベルを
超えていると既に判定されている）ユーザが、エリア（例：選択することができない、グ
レーアウトされた選択可能なエリア）の出現によって混乱することがない、または、必要
な集中力が増加するにつれて、さらに彼／彼女（ドライバ）の気を散らしてしまう可能性
のあるメッセージを提示することもない、という点で有利である。
【０００８】
　所定のエリアは、例えば、可視エリア（visible area）の縁（edge）から消えるように
見せたり、スクリーンの他のエリアによって覆われるようにして、構造化ディスプレイか
ら動的（dynamically）に除去可能であってもよい。この動的な動きは、スムーズな動き
であってもよく、情報／オプションが失われたときに、ドライバを順応させる効果がある
。ドライバは、エリアが見えなくなれば、エリア内のオプション／情報を探そうとしない
。このことは、集中力が必要な場合、さらに潜在的に気を散らすことを防止する。
【０００９】
　所定のエリアが除去されると、構造化ディスプレイ上の残りのエリアのサイズを大きく
するようになっていてもよい。残りのエリアのサイズを大きくすると、注意散漫度が所定
の閾値を超えているユーズにとって、スクリーンが読みやすく、また、使いやすくなる。
【００１０】
　複数のエリアの１つ以上は、選択可能なエリア（selectable areas）であってもよい。
選択可能なエリアが、ディスプレイ・スクリーンから除去されてもよい。
【００１１】
　複数のエリアのうちの少なくとも１つは、ナビゲーション指令（navigation instructi
on）の画像を含んでいてもよい。所定の閾値を超えたドライバ注意散漫度の増加に対する
応答として、構造化ディスプレイ上のナビゲーション指令を含むエリアの大きさを拡大す
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るようになっていてもよい。
【００１２】
　ドライバ注意散漫度は、車両の移動速度（speed of travel）にのみ対応してもよい。
【００１３】
　ドライバ注意散漫度は、車両の速度の代わりの要素（factors）、または、車両の速度
に加えた要素に基づいて演算されてもよい。
【００１４】
　ドライバ注意散漫度は、速度（speed）、ドライバの眠気（driver drowsiness）、道路
状況（road condition）、交通渋滞等の交通状況（traffic conditions）、道路の曲度（
road curvature）、次の信号、交差点（intersections）、停止標識（stops signs）等の
ナビゲーション・データ（navigation data）、次の運転操作（upcoming manoeuvres）、
自動クルーズ・コントロール（Autonomous Cruise Control（ＡＣＣ））の状態、自動緊
急ブレーキ・システム（Automatic Emergency Braking system（ＡＥＢ））の状態、自動
車線維持システム（automatic Lane Keeping System（ＬＫＳ））及び／または車線逸脱
警告システム（Lane Departure Warning system（ＬＤＷ））の状態、電話の状態（例：
オン／オフ／アクティブ・コール（active call））、ラジオ／ビデオの状態及び／また
は音量の１以上の要素を示す信号に基づいて演算されてもよい。
【００１５】
　運転制御状態（state of driving controls）（例：ギア・レバーまたはハンド・ブレ
ーキ）のような追加の要素を利用してもよく、また、各要素は重み付け（weighted）され
ていてもよい。例えば、ギア・レバーがニュートラルであり、及び／または、ハンド・ブ
レーキが作動している場合（ギアが噛み合っておらず、且つ、ハンド・ブレーキが作動し
ている場合には、車両が動かないことに基づいて）、ドライバの眠気、道路状況、交通状
況、ナビゲーション・データ、次の運転操作または様々な安全システムの状態等の他の要
素に拘わらず、ドライバ注意散漫度がゼロになるように重み付けされていてもよい。
【００１６】
　速度は、速度計（speedometer）に供給された信号から決定することができる。ドライ
バの眠気は、欧州特許出願公開第０９９９５２０号明細書で開示されているような、既知
の手段によって決定することができる。道路の湿り度等の道路状況は、自動ウインドスク
リーン・ワイパー・システム（automatic windscreen wiper systems）等に使用された、
または、自動ウインドスクリーン・ワイパーの速度を決定するのにベースとするセンサに
よって決定することができる。交通状況、ナビゲーション・データ、及び、次の運転操作
は、全て衛星ナビゲーション・システムによって得られるデータから決定することができ
る。様々な安全システムの状態は、車両の中央コンピュータ、または、エンジン制御ユニ
ット（ＥＣＵ）から決定することができる。
【００１７】
　ドライバ注意散漫度は、１以上の要素に基づいて値を割り当て、１以上の要素に重み付
けを行うことで、演算するようになっていてもよい。
【００１８】
　１つの実施の形態では、本発明は、構造化ディスプレイとして複数のエリアを同時にデ
ィスプレイ表示するように構成されたディスプレイ・スクリーンを備え、ヒューマン・マ
シン・インタフェースは、ヒューマン・マシン・インタフェースが受信した少なくとも１
つの信号に基づいてドライバ注意散漫度を決定し、ドライバ注意散漫度の増加に対する応
答として、構造化ディスプレイからエリアを動的に除去するようになっており、ドライバ
注意散漫度を示す信号は、車両の速度、及び、次のナビゲーション運転操作（navigation
 manoeuvre）までの距離を示しており、ディスプレイ・スクリーンは、ナビゲーション指
令の画像を含むエリア、並びに、地図画像及び１以上の選択可能なエリアを同時にディス
プレイ表示するようになっており、ヒューマン・マシン・インタフェースは、速度が増加
するにつれて、且つ、次の運転操作までの距離が第１の所定の閾値を超えて短くなるにつ
れて、ディスプレイ・スクリーンは、ディスプレイ・スクリーン上の構造化ディスプレイ
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から１以上の選択可能なエリアを除去するようになっており、次に、第２の所定の閾値を
超えると、ヒューマン・マシン・インターフェースは、ナビゲーション指令を含むエリア
の大きさを拡大するようになっており、さらに、第３の所定の閾値を超えると、ヒューマ
ン・マシン・インターフェースは、ナビゲーション指令を含む画像のみが残り、且つ、そ
の大きさが著しく拡大されるように、ディスプレイ・スクリーンから地図画像を含むエリ
アを除去するようになっている。
【００１９】
　地図画像は、ある所定の速度閾値（例：少なくとも２００ｋｐｈ、または、少なくとも
３００ｋｐｈ）を超えて、且つ、次のナビゲーション運転操作のある所定の距離内（例：
１ｋｍ未満）に移動していると判定された場合にのみ完全に除去されてよい。
【００２０】
　これは一般的に言えば、ドライバは、ナビゲーション指示を確認する十分な時間があり
、地図を追加することで、正しい方向転換を助けるためである。しかしながら、速度制限
のない道路上の高出力自動車（high-powered automobiles）で実施され得るような高速走
行では、ナビゲーション運転操作（例えば、高速道路の出口から出ること）が近づくにつ
れて、ドライバに対して、可能な限り、気を散らすものを提示することを減らすことが重
要である。
【００２１】
　スクリーンからの画像の動的な除去は、スクリーンの可視エリアから画像が消え去るよ
うに見せるものでもよい。
【００２２】
　１つの実施の形態では、徐々に速度が増加すると、所定のエリアがスクリーンから徐々
に退く（例えば、スクリーンの可視エリアからフェード・アウェイする（fading away）
、または、消える（moving off））。
【００２３】
　所定のエリアは、選択可能なエリアであってもよく、選択不能になるある所定の速度ま
で、スクリーンから徐々に退いてもよい。
【００２４】
　ある所定の第１の選択可能なエリアが退き、選択不能になると、第２の所定の速度に達
するまで、第２の所定のエリアが退いてもよい（例えば、スクリーンの可視エリアからフ
ェードする、または、消え去る）。第２の所定の速度に達すると、第２の所定のエリアも
選択不能になる。
【００２５】
　第２の所定のエリアが選択不能となると、ある所定の速度まで、１以上の第３の所定の
エリアが退き、スクリーンには、所定の最小レベルの情報のみが提供される。
【００２６】
　エリアが退く程度は、車両の速度に正比例してもよい。速度がゆっくり増加する場合に
は、ゆっくり退き、速度が速く増加する場合には、速く退く。
【００２７】
　エリアは、同様に、すなわち、速度が減少するにつれて徐々に現れ、選択不能になった
のと同じ所定の速度閾値で選択可能になるようにスクリーンに戻ってもよい。
【００２８】
　特に好ましい実施の形態では、選択可能なエリアは、スクリーンの可視エリアから徐々
に消えていき、選択不能になる時にフェードし始める。代わりに、選択可能なエリアは、
徐々にフェードし、選択不能になる時にスクリーンから消え始めてもよい。
【００２９】
　本発明の第２の実施の形態では、自動車のヒューマン・マシン・インターフェース（Ｈ
ＭＩ）の制御方法であって、ドライバに要求される集中力に関連する要素に関する少なく
とも１つの信号を受信し、少なくとも１つの信号に基づいて、ドライバ注意散漫度を演算
し、ドライバ注意散漫度が所定の閾値を超えているか否かを判定し、ドライバ注意散漫度
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が所定の閾値を超えていると判定すると、ディスプレイ・スクリーン上の構造化ディスプ
レイから所定のエリアを動的に除去するようにディスプレイ・スクリーンを制御するヒュ
ーマン・マシン・インタフェースの制御方法を提供する。
【００３０】
　ドライバに要求される集中力に関する少なくとも１つの信号を受信することは、要求さ
れる集中力に関する複数の信号を受信することからなっていてもよい。
【００３１】
　ドライバに要求される集中力に関する信号は、速度、ドライバの眠気、道路状況、交通
状況、ナビゲーション・データ、次の運転操作、自動クルーズ・コントロール（ＡＣＣ）
の状態、自動緊急ブレーキ・システム（ＡＥＢ）の状態、自動車線維持システム（ＬＫＳ
）及び／または車線逸脱警告システム（ＬＤＷ）の状態、トラフィック・パイロットまた
はオート・パイロットの状態、電話の状態（例：オン／オフ／アクティブ・コール）、ラ
ジオ／ビデオの状態及び／または音量の１以上の要素を示す信号であってもよい。
【００３２】
　ドライバ注意散漫度を演算することは、合計ドライバ注意散漫度を決定するために、受
信した複数の異なる信号に重み付けをすることを含んでもよい。
【００３３】
　複数の閾値が設定されており、複数の閾値のそれぞれが超えられるにつれて、より多く
の所定のエリアが、構造化ディスプレイから動的に除去されてもよい。
【００３４】
　この制御方法は、本発明の第１の態様に関連して上述した特徴のいずれを含んでもよい
。
【００３５】
　本発明は、第１の実施の形態（任意の特徴を含む）のヒューマン・マシン・インタフェ
ースを含む自動車、及び、第２の実施の形態（任意の特徴を含む）の制御方法を実行する
ように適合された自動車にも及ぶ。
【００３６】
　本発明をはっきりと理解するために、本発明の実施の態様を、例として、添付の図を参
照して示す：
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明によるヒューマン・マシン・インターフェース（ＨＭＩ）を備えた自動車
の図である。
【図２】図１のヒューマン・マシン・インタフェース及び自動車内の装置へのその接続を
示す概略図である。
【図３】図１のヒューマン・マシン・インタフェースのディスプレイ・スクリーン上の画
像の配置の第１の実施の形態の一例を示す図である。
【図４】他の配置の、図３のヒューマン・マシン・インタフェースのディスプレイ・スク
リーンを示す図である。
【図５】第３の配置の、図３のヒューマン・マシン・インタフェースのディスプレイ・ス
クリーンを示す図である。
【図６】図１のヒューマン・マシン・インタフェースのディスプレイ・スクリーン上の画
像の配置の第２の実施の形態の一例を示す図である。
【図７】第２の配置の、図６のヒューマン・マシン・インタフェースのディスプレイ・ス
クリーンを示す図である。
【図８】第３の配置の、図６のヒューマン・マシン・インタフェースのディスプレイ・ス
クリーンを示す図である。
【図９】第４の配置の、図６のヒューマン・マシン・インタフェースのディスプレイ・ス
クリーンを示す図である。
【図１０】速度に対する視認性／選択可能性を示す図である。
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【発明を実施するための形態】
【００３８】
　図１を参照すると、自動車１は、図２に詳細を示すヒューマン・マシン・インターフェ
ース（ＨＭＩ）２を備えている。ヒューマン・マシン・インタフェース２は、ドライバに
見えるように自動車１内に取り付けられたディスプレイ・スクリーン３と、ロータリ・コ
ントローラやディスプレイ・スクリーン３を覆うタッチ感応型スクリーンのようなユーザ
が操作可能な入力デバイス４と、入力デバイス４からの入力信号を受信し、ディスプレイ
・スクリーン３に表示信号を出力するプロセッサ５を備えている。ヒューマン・マシン・
インタフェース２は、さらに、プロセッサが読み書きを行うメモリ６と、同様に、メモリ
６から読み出し、メモリ６に書き込みが可能な注意散漫度決定モジュール（distraction 
level determination module）７を備えている。
【００３９】
　プロセッサ５は、通信ユニット１４によって受信された、ヒューマン・マシン・インタ
フェース２の外部からの信号を受信し、処理することも可能である。特に、プロセッサ５
は、衛星ナビゲーション・モジュール８、車速センサ９、ドライバ眠気推定装置（drowsi
ness estimating apparatus）１０、（例えば、湿度と温度を測定する１つのセンサまた
はセンサの組み合わせからなる）道路状況センサ（road condition sensor）１１からの
信号を通信ユニット１４から受信し、また、自動車のＥＣＵ１２から信号を受信する。
【００４０】
　当業者であれば、プロセッサ５は、定義された装置８，９，１０，１１，１２から直接
これらの信号の全てを受信する必要はないことを理解するであろう。例えば、ＥＣＵ単独
で車速または道路状況を示す信号を提供してもよい。また、表示速度は、衛星ナビゲーシ
ョン・モジュール８からの信号に含まれていてさえよい。様々な外部装置８乃至１２とイ
ンターフェースで接続された受信モジュール（図示せず）等を導入し、通信ユニット１４
に伝送される前に、信号を受信し、任意にフォーマットしてもよい。
【００４１】
　プロセッサ５は、信号を要求し、続いて、様々な外部装置８乃至１２から受信した信号
を処理し、それらを注意散漫度決定モジュール７に送信し、注意散漫度決定モジュール７
によって決定された注意散漫度、及び、入力デバイス４からの入力信号に対する応答とし
て、ディスプレイ・デバイスにディスプレイ信号を出力するようになっている。
【００４２】
　もちろん、プロセッサ５は、ヒューマン・マシン・インタフェース２内の通信ユニット
１４を介して（プロセッサに対して、そのデバイスの制御に関する信号のフィードバック
も行う）、また、任意に、自動車のＥＣＵ１２を介して、入力デバイス４からのコマンド
を処理し、ラジオや空調デバイス等のさらなる外部装置１３に転送可能であってもよい。
【００４３】
　本発明の実施の形態の制御方法によれば、プロセッサ５は、下記の表１に示す外部装置
８乃至１２、及び、内部制御ユニット１４から入力信号を受信する：
【００４４】
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【表１】

　信号は、車両内の他の装置によって提供されてもよい。例えば、衛星ナビゲーション・
モジュールは、ラジオの状態に関する情報を提供することができる。また、ＥＣＵまたは
計器クラスタ（instrument cluster）は、速度情報を提供してもよい。
【００４５】
　信号は、処理され、注意散漫度決定モジュール７に送信される。注意散漫度決定モジュ
ール７は、これらの信号に基づいて注意散漫度を決定する。
【００４６】
　もちろん、様々な方法を用いて異なる結果を重み付けし、条件付きで特定の値を考慮す
ることができ、そのような方法は改善されたアルゴリズムで最適化することができるが、
例示的な特定の実施形態として、注意散漫度決定モジュール７は、下記の表２に示すよう
に、入力信号の結果に重み付けされた値を割り当てることで注意散漫度を決定する：
【００４７】
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【表２】

　各要素に値を割り当てると、注意散漫度決定モジュール７は、重み付けされた値を合算
し、合計注意散漫度を生成し、プロセッサに出力する。プロセッサは、ディスプレイ・ス
クリーンに、どの画像をディスプレイ表示するか、また、どの画像を動的に除去するかを
決定する。この注意散漫度は、新たな信号を受信する度に常に更新される。
【００４８】
　これに基づいて注意散漫度に割り当てられた値は、ディスプレイ・スクリーン３にどの
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画像を表示するかを決定するのに使用される。したがって、メモリ６は、注意散漫度の値
に依存して、ディスプレイ・スクリーン３に表示する画像に関する情報を記憶する。一例
では、メモリ６は、注意散漫度が０以下の場合、ディスプレイ・スクリーン３は、全ての
選択可能な画像が表示され、完全に操作可能であるべきであることを示す。したがって、
車両が静止しているときは、速度＝０であり、－１０００の値が速度に割り当てられてい
るので、他の信号の値にかかわらず注意散漫度の値は０より小さくなる。したがって、デ
ィスプレイ・スクリーン３は、ディスプレイ・スクリーン３に全ての選択可能な画像が表
示され、完全に操作可能である。
【００４９】
　図３乃至図５を参照して、本発明にしたがって、特定の情報を表示する特定の領域がデ
ィスプレイ・スクリーン３上の特定の場所に配置される可能性のある構造化ディスプレイ
の第１の例示的な実施形態を説明する。図３に示すように、ディスプレイ・スクリーン３
上の構造化ディスプレイは、完全に動作しているとき（例えば、速度＝０のとき）、矩形
のディスプレイ・エリア１５を含み、その上に円形の情報ディスプレイ・エリア１６が中
央配置されている。例えば、現在選択されているモードに関係する情報（例えば、ラジオ
、空調、ナビゲーション・システム）が情報ディスプレイ・エリア１６に表示される。情
報ディスプレイ・エリア１６の両側には、円形中央部の周りに楕円を画定する領域内に、
３つの低ディストラクション選択可能エリア（low-distraction selectable areas）１７
が配置されている。これらの低ディストラクション選択可能エリア１７（合計６つ）は、
音量制御や温度制御など、多大な注意を必要としないアイテムを選択するためのものであ
る。楕円領域外では、楕円領域の各側は、４つの高ディストラクション選択可能エリア（
high-distraction selectable areas）１８（合計８つ）に分割され、ディスプレイ・ス
クリーン３の可視エリアの縁まで延びている。これら高ディストラクション選択可能エリ
ア１８は、例えば、衛星ナビゲーション・システムへの目的地の入力、電話の発信、ビデ
オの視聴、または、自動車１の設定の変更のような、ドライバからのかなりの集中を必要
とする可能性のあるアイテムを選択するためのものである。
【００５０】
　本例では、メモリ６は、注意散漫度が１乃至２０の間である場合には、低ディストラク
ション選択可能エリア１７は残るが、高ディストラクション選択可能エリア１８がディス
プレイ・スクリーン３から除去されることを示す参照テーブルを記憶している。
【００５１】
　したがって、例えば、交通状況がクリアで（＝０）、道路が直線で（＝０）、次の運転
操作が存在せず（＝０）、車両が４０ｋｐｈで走行しており（＝５）、ドライバ眠気推定
装置１０が並の眠気（＝１０）であると判定するドライバによって運転されており、道路
状況センサ１１がドライであると示す道路を運転しており（＝０）、ＥＣＵ２１からの信
号が、全てのドライバ・アシスト・システム（ＡＣＣ，ＡＥＢ，ＬＫＳ）がオンになって
いることを示しており（＝－１５）、電話の状態がオフで且つアクティブ・コールがなく
（＝０）、ラジオが非アクティブで（＝０）且つ音量が比較的低いレベルであり（＝２）
、ビデオがオフである（＝０）場合、注意散漫度決定モジュール７は、モニターしている
各要素の値の合計値である注意散漫度を２と決定し、プロセッサ５に値を出力する。プロ
セッサ５は、メモリ６に記憶された参照テーブルと比較を行い、ディスプレイ・スクリー
ン３から高ディストラクション選択可能エリア１８を除去する所定の閾値である１を超え
たと判定する。閾値を超えると、ディスプレイ・スクリーン３から高ディストラクション
選択可能エリア１８が動的に除去される。
【００５２】
　プロセッサ５からディスプレイ・スクリーン３に送信されるディスプレイ信号を変化さ
せることで行われる。図４に示した楕円形の中央領域を占めるように中央情報ディスプレ
イ画像１６を横方向に拡大し、続けて、外側の高ディストラクション選択可能エリア１８
をディスプレイ・スクリーン３から除去し（動的ディスプレイであれば、例えば、矩形の
ディスプレイ・エリア１５の可視エリアの縁に向かって縮むように見せることができる）
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、６つの低ディストラクション選択可能エリア１７が、６つのセクター（楕円の情報ディ
スプレイ画像１６の両側に３つずつ）を占めるようにディスプレイ表示される。
【００５３】
　プロセッサ５は、注意散漫度の値を更新するために、注意散漫度決定モジュール７に更
新された信号を連続的または定期的に送信する。レベルが、第２の閾値である２０を超え
、メモリ内に記憶された参照テーブルの第２の領域（２０乃至１００の間）に入ると、プ
ロセッサ５によって送信されたディスプレイ信号は、ディスプレイ・スクリーン３に表示
する画像を変更するように再び修正される。
【００５４】
　したがって、例えば、交通状況がクリアなままで（＝０）、次の運転操作が存在せず（
＝０）、車両がドライバ眠気推定装置１０が並の眠気（＝１０）と判定するドライバによ
って運転されており、道路状況センサ１１が、ドライであると示す道路を運転しており（
＝０）、ＥＣＵ２１からの信号が、全てのドライバ・アシスト・システム（ＡＣＣ，ＡＥ
Ｂ，ＬＫＳ）がオンになっていることを示しており（＝－１５）（ＬＫＳとＬＤＷは互い
に排他的である）、電話の状態がアクティブ・コールであり（＝１０）、ラジオが非アク
ティブで（＝０）且つ音量が比較的低いレベルであり（＝２）、ビデオがオフである（＝
０）が、速度センサが１４０ｋｐｈで走行している（＝３０）と判定する場合、注意散漫
度決定モジュール７は、モニターしている各要素の値の合計値である注意散漫度を３７と
決定する。
【００５５】
　したがって、注意散漫度決定モジュール７は、プロセッサ５に値を出力する。プロセッ
サ５は、メモリ６に記憶された参照テーブルと比較を行い、ディスプレイ・スクリーン３
から低ディストラクション選択可能エリア１７を除去する所定の閾値である２０を超えた
と判定する。そして、図５に示すように、ディスプレイ・スクリーン３から低ディストラ
クション選択可能エリア１７が動的に除去され、選択可能なアイテムが全て見えなくなる
。
【００５６】
　さらなるステップでは、連続的または定期的にモニターし、注意散漫度を決定する信号
が増加を続け、第３の閾値である１００を超え、メモリ内に記憶された参照テーブルの第
３の領域（１００乃至２０００の間）に入ると、プロセッサ５は、画像を修正し、ごく基
本となる画像のみを見せるようにディスプレイ・スクリーン３に信号を送信する（例えば
、衛星ナビゲーションがアクティブであれば、次の運転操作の画像を見せたり、全く画像
を見せなかったりする）。この段階では、プロセッサは、さらなる潜在的な注意散漫を遮
断するため、追加の信号を制御ユニット１４またはＥＣＵ１２に送信してもよい。
【００５７】
　理解されるように、この例では、この最終的な第３の閾値を超えることはできない。と
いうのは、注意散漫度の可能な最高値は１２０７であり、その合計に達する状況（混雑し
た道路で、３００ｋｐｈを超える速度で走行し、頻繁に現れる複雑な運転操作が存在し、
潜在的に凍るような天気であり、その間、電話及びラジオを操作しているという状況）は
非現実的であるからである。もちろん、最終的な閾値である１００は、非常に高速（３０
０ｋｐｈを超える）で移動する場合には常に到達するものであり、追加的に潜在的に気を
散らし、２００ｋｐｈを超える速度で走行する場合も、比較的容易に到達する。
【００５８】
　図６乃至図９を参照して、第２の実施の形態のディスプレイ・スクリーン上の構造化ア
レンジメントの画像を示す。この実施の形態は、特に、衛星ナビゲーション・システムを
含むアレンジメントに関連し、注意散漫度を決定する際に考慮する唯一の要素は、車両の
速度である。図６に示すように、ディスプレイ・スクリーン３上の構造化ディスプレイは
、完全に作動しているとき（例えば、速度＝０のとき）、矩形のディスプレイ・エリア１
５を含み、その上に、衛星ナビゲーション・モードにおいて、上部左側のディスプレイ・
スクリーンの三分の一を占める、矩形のナビゲーション指令画像１９を含む。これは、矢
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印等の、必要となる次の運転操作に関するシンプルなディスプレイである。任意に、次に
運転操作が必要となる距離を示してもよい。本実施の形態では、ナビゲーション指令画像
１９の右側には、ディスプレイ・スクリーン３の残りの三分の二のほとんどを占めるのは
地図画像２０である。地図画像は従来と同様、地図上に車両の位置を示してもよい。上部
右手側隅には、３つの低ディストラクション選択可能エリア２１が、地図画像２０と重な
って配置されている。再び、これらの低ディストラクション選択可能エリア２１（合計３
つ）は、大きな注意を必要としないアイテムを選択するためのものである。（当業者であ
ればわかるように、）この典型的なアレンジメントでは、４つの高ディストラクション選
択可能エリア２２がディスプレイ・エリア１５の下部に沿って配置されている。再び、こ
れら高ディストラクション選択可能エリア１８は、例えば、衛星ナビゲーション・システ
ムへの目的地の入力、電話の発信のような、ドライバからのかなりの集中を必要とする可
能性のあるアイテムを選択するためのものである。
【００５９】
　第２の実施の形態では、メモリ６は、速度と注意散漫度とを関連付ける参照テーブルを
記憶している。したがって、図１０に示すように、速度が増加すると、図に線グラフで示
すように、ある所定のエリアの視認性（visibility）が減少する。また、バーチャート（
bar chart）で示すように、速度が増加すると、選択可能性（selectability）（すなわち
、選択された場合のエリアの機能）も同様に減少する。したがって、０乃至１０ｋｐｈの
間では、全てのエリア１９，２０，２１及び２２が完全に見えて、選択可能である。しか
しながら、速度が１０ｋｐｈに達すると、高ディストラクション選択可能エリア２２はも
はや選択不能であり、視認性の線に示されているように、視認性が低下し始め、ディスプ
レイ・スクリーンから徐々に除去され、フェード・アウェイする。一方、低ディストラク
ション選択可能エリア２１、地図画像２０及びナビゲーション指令画像は、完全に見える
状態で残る。
【００６０】
　したがって、速度がプロセッサ５に出力されると、プロセッサ５は、メモリ６に記憶さ
れた参照テーブルとの比較に基づいて、値が、高ディストラクション選択可能エリア２２
がもはや選択不能であり、ディスプレイ・スクリーンから除去される、１０ｋｐｈの所定
の閾値を超えたことを判断し、速度が増加するにつれて高ディストラクション選択可能エ
リア２２をフェードさせ、ディスプレイ・スクリーン３の可視エリア１５から外れて下方
向に移動させる画像信号を出力することで、さらに速度が増加したことに対する応答とし
て、ディスプレイ・スクリーンから高ディストラクション選択可能エリア２２を動的に除
去する。
【００６１】
　同時に、図７に示すように、速度が増加すると、高ディストラクション選択可能エリア
２２が配置されていた位置を占めるように、ナビゲーション指令画像１９及び地図画像２
０の長さが下方向に延びる。
【００６２】
　プロセッサ５は、注意散漫度決定モジュール７に連続的に更新信号を送信して注意散漫
度の値（すなわち、この例では、速度）を更新し、第２の閾値である１００ｋｐｈを超え
、メモリ内に記憶された参照テーブルの第２の領域（１００ｋｐｈ乃至２００ｋｐｈの間
）に入ると、プロセッサ５によって送られたディスプレイ信号は、ディスプレイ・スクリ
ーン３上に示された画像を変更するために再び修正される。
【００６３】
　したがって、注意散漫度決定モジュール７は、プロセッサに値を出力し、プロセッサ５
は、メモリ６に記憶された参照テーブルとの比較に基づいて、その値が、１００ｋｐｈの
第２の所定の閾値を超えたと判断する。第２の所定の閾値を超えると、低ディストラクシ
ョン選択可能エリア２１はもはや選択されるように応答すべきではなく、また、ディスプ
レイ・スクリーン３上の構造化ディスプレイから除去されるべきである。再び、図９のグ
ラフに示すように、速度が１００ｋｐｈを超えて増加するにつれて、ディスプレイ・スク
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リーン３から低ディストラクション選択可能エリア２１を動的に除去する画像信号が出力
される。２００ｋｐｈに達すると、ディスプレイ・スクリーン３には、選択可能なアイテ
ムが１つも見えない図８に示す画像が表示されるように、速度が増加するにつれて、ディ
スプレイ・スクリーン３から徐々に消え、フェード・アウェイする。
【００６４】
　さらなるステップでは、連続的に信号をモニターすることで、注意散漫度（すなわち、
速度）が継続して増加し、第３の閾値である２００ｋｐｈを超え、メモリ内に記憶された
参照テーブルの第３の領域（２００乃至５００ｋｐｈの間）に入ると、プロセッサ５は、
ディスプレイ・スクリーン３に対して、図９に示すように、地図画像２０を除去し、ディ
スプレイ・スクリーン３のほぼ可視エリア全体を占めるようにナビゲーション情報画像１
９を拡大する画像を修正する信号を送信する。再び、地図画像は、速度に応じて除去され
、ディスプレイ・スクリーンの可視エリアから徐々に消え、速度が２００ｋｐｈを超えて
増加するにつれてフェード・アウェイし、２５０ｋｐｈで完全に見えなくなる。この段階
では、プロセッサは、さらに潜在的に気を散らすことを遮断するため、追加の信号を制御
ユニット１４またはＥＣＵ１２に送信してもよい。
【００６５】
　上記実施の態様は、例示としてのみ説明されている。添付の請求の範囲に定めたように
、本発明の範囲を逸脱することなく、多くの変形例が可能である。
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